








要約:肥満が健康に与える最大の不利益は脂肪過多である。一般に肥満者は体脂肪量も多

いとされているが、小児における両者の相関を知ることは極めて重要である。そこで今回、

436 例の 15 歳児を対象にタニタ社製 TBF - 202 を用いて身長・体重・体脂肪率を測定し

た結果、女児は男児に比して体脂肪率は有意に高く、肥満度と体脂肪率の相関が高いが、

男児では過体重必ずしも過脂肪ではないことが判明した。今後、児童生徒などの健康指標

の一つとして体脂肪率測定がのぞましい。


